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晾年4冃からら冃よ.狂の約半年間,私は経営部の経営・経 

済関係研究買ピともに,薩施大聲経済学部千種義人教授楫尊 

の「J.M・ケインスの経済啓」のゼミナールに参如した。

この要旨は、そのゼ0ナー X/还私が尊びえたもののろわ、 

駅野庁.•営亦局署•地方庁なビの林業関像の方々に、お伝え 

し匕い匕思われる「ケイン次の戏政政策」の事項の改をで芝 

るだけ筒単に拔きだして匕りよ匕めえものである

し匕て,この要旨の人部分忒 D,ディラー K着,岡本 

好弘訳「エM・ケイン天の経済学」 高田保馬著「経済営原理 

j及び「貧しを日本経済」その他2 • 3の経済学事典のろお 

から,必要匕恩われだ箇所を、ぼビんだそのまゝの文章还菽 

さ匕Z! それうを遇宜つづり合わせたに過ぎなじも(D耳,永 

だ首題の要旨ビして・は不備ほ息扒少く碎/ それう直後日更 

に如筆修正するこビ匕し、ー床経営曲の研究資料第33号X 

して謄写に代える次:第还ある“

この要旨仁床って、読者各位が寺軽るにケインス経済学匕 

わげる賊政政策の大慧を汲孜ピカ・れ、それぶわ不回林業経営 

政策発辰のためのホさ林捨石の一つビして、めたかも微生物 

や空気中のごみの本うに,たとえ目に見えはし、建のささやか・ 

さであってもし、くのかでも役立う潛枉カピ林Dうるこピびあ
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る匕すれば宰いである。

なお,この萼旨をとりよビめるに当って・経営部経営研究 

室長入内 晃技官の厚し、ご援成!を受けた。心からのお礼を申 

上げる。

胳粘31年:2冃

亦業試験場経営部長ノJ、蟠進
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第 前・論

! ケイン火の経済政策の位置

ケイン天(肅なM綱仇ojuL /£影・7%厶)の生涯

の体験におし、て,経浴の惨禍の最も大きなものビしては, 

/定〇年代の世界的大沈滞を寿らべ芝であらわ。それは不 

況の深刻I旦つ長期にして或ほこれか巾の脱却ボ不可能«は 

硅いか匕云え恩わピるものであった。

これに竝処するQ仁4 Cの道状歴史的匕考えられた。

/)ソ連共産主義の方向

全面的な強制国家专ある。これは英回的宮由主義にと 

ってに正義«の道巫はな公の匕

2) ナチス又はファッシ天ムの全休主發の方向

国家統制IC<R Cて専給の均衡を人為的に確立し,しか 

も其簡に軍国主義的日的を盛ろうヒするやので、ソ連共 

産主義,の自由経済的模倣どなられるかもしれない。これ 

も自由主義,的社会地盤の英回の政策となゐこと広霞芝な 

l> Wあらう

3) 自由経済の徹底,資本主義の純粹化の方向

経済的恩惟ヒしてはピケーによる火 ただ労伪組合の 

抬頭今日匕及びてほ、失業の白題•みいては生産縮少O 

問題一つビうえても、でれは文字通りに実行不能のも(D 

であった。

4)ケインス'の經済政策の方向

/)- 3)のあ向で残されたーつの道忒 や自り條件統制 

に徹して個人の自由を救し、ながうも,本況の庇から脱却 

する方法を講す、るヱ匕である。これは园彖の広大なる作 

用を前提匕するけれピも、それによって自由経瘠'の伝統 

を最も狹く制限しょうXするもの还ある。而してイ年、リ 

入的社会主莪匕して知らなる前イ力蒐の方針もこれに数え 

るこ匕扶でき&あ。それ成若千の基本的産.業のみ匕つけ 

<は回営を認めるカ如 経済組織の罹躍的喪革を寿え g 

ケイン天の社会忠恩芯/9世紀のぞれの如く,労イカろ 

至無建階級の生活水準の悲・惨供不を憂えるのでほなく- 

臾業の摊除即お労幼栈会への権利の回復を目標ビしと 

前・謂完全雇用を目ざし、•7れt出って繁辰を特続的に実 

現し点るビし七のである.

自由経済に徹するめき匕は,例えば林檎の売行きを点 

<する場合・価格を下げるに若くは球・い如く、賃金の以 

下げを行うべ芝であうあ。目ら呼ぶとこ力の林檎匕して 

の商品である労イガにのいて氐 価格広粕下げられなし、。.
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貸金を据置き又仗場合によつマは少しく剥上びるこビを 

辞せず:攀う段資這如,従って有効需要の政策匕よつU 

失業:をほくし.生產要素の遊休を排除しようビする。経 

済の為に回彖の强かなる你兩で訴える点、にわし、て、 統捽 

ける自由主義を去るこ匕は谩いな個人に需給の形武的自 

由の改は丸を確保する.社会保障制度の充実を計る点ヒ 

おいて啾労イガ党の徹底的方針を回避しない。このAうに 

見て乘ればケイソ・、の経済政策ほ•不況対聚匕しての, 

又は資点主義維特政策ヒしての第叮の道であるピ見るこ 

ビ灰ぐき本う ^

(この覧は高田保為着•「貪し冬日・本轻済」による)

n ケイン天理論の要約

' /> 5(涓粉投實)丫は国民所得である.
一事愈動-c牌め

‘ ；S/^T1 總企業び’生産簧匕して园民・匕

/<J一—U____ 丫 玄払う總額作回民听得になるわ

けである。

Eは社会か6の安出である,

在は消費(C)及び投資(I)の知ぐある。

そこ还,丫軸!C 45度の線を引く、そしてまず•・消實の 

線(C)につし、・て考えて次る。ヅの場合は.社会本その听 

得の全部を丁庚消賛に便うわけであるが.乂の如く所得 

のクし、場合は・それだけや生活状できないから所謂「タ 

ケノユ生活」をして消責する場合である。

ところが:,必の如く非落に收:入び争し、場合は消責の残 

りを貯蓄(S )するこビにはる。

各の場合I［おける消賛金額の点をづ依ぐと涓賈の線( 

C.)が出る。そこ冬町得が趋えれば・增えゐ氏心貯蓄の 

割・合は大きくなる,

’ビCろ久 丫は支払うセ生産賁であるから企業が順当 

に進んW巾くために芯.売り上び、でそれビげ回收しHけ 

れば依うないわけ还ある。消賛は丫よりSだけンじ氷う 

それだ:けを外の仕方マ回攻しなければ•はら林い 外の仕 

方匕じえば技資である 社会は貯蓄Sだ、けを銀行に預け 

その金米企業に貸し出e才Iるめ・企業び、その金で枚械, 

荣料を買う。此授資(I )太貯蓄(S)に等いブれ忒

5= Iビし、ろこビになD、全部回收されるこビビな如 

そこで消資(C)め授貿(I )を含めた線(C十I )ほ・ 

消資X投資ビいろ社会の總支出の動く蒿さを示す节ので 

あるから、これか、' 45暖の線ビ交叉するところ状経済の



均衡する位匱Kある。«の如ぎ反までも生産を拡び所得 

をますめ•企業の消費だ、けの売り上げ、は.はるかにそれ 

もり少し、(貯蓄(S)が大芝くなる)。そこ还投資Iを博し 

て45度の線匕交叉するところま还上げ、相成芯うな(A 

匕二ろ会・時代状進孜生産力が高まるにつれて、換言す 

れ威社会の總所得本増大し貯番状比藪的に大巻くなるに 

っれて、これを投ドすべさ投資の可能即ちうま我のある、 

糾润のあゆられぞう城授資次困難匕バってくる。じわ成 

資本主莪次十分に生產を龙:張してゆく 2匕米左耒なし、。

C十!・線を引上げるこビ求曲難匕なる。

大勢かういうめ資本主載匕し、おもの成 生産の低い段 

階から高し、段階、 従って"所得の小い段階•から多い段腸II 

行げ成行く底ざ、貯蕃性向底大匕依り.貯蓄I二対・する投 

資の不足が大となって、運営成困鬱はなる ほからその 

不足.の分、いわば丫匕C + !ビの差を国家自弥が投資す 

るビいう公凡扱資の磨加匕よって亢うのし、浦いをつけ 

るこビを寿えね凌ならない これ状ケイン天の旁え方で 

ある。

(この章I式高田保馬著厂貪しき日本経済」による)

一 7—

皿 ケインス、の不況期の賊政政策及び戰時■ •戦後のインフレ 

ーションを理解するに必要妹用語の説明.

2の章还依次の第二本論W反び卩章の記述匕現われる順 

序I«し匕灰って次の重恭るio用語匕ついて商單に説明す・& 

(/)消費性向ビ限界消費性向

(2) 完全雇用

(3) 投資乗数

⑷限界賞用

⑸可波賈吊

(G固定資

(7) 預金貨幣

(8) 買本の眼界効率

(9) 投栈的動栈

W)流動柱送好

II)消費性向ビ限界消賣性向

経済・辻会にぢし、て.各個人の所•得は消費匕貯蓄术りな 

ゐが、・その埸合斡［得のちお凶れた、けが消資されるぐあら 

ちかビいち、その恰理的性向を涓貴柱向ビよんもいる。

例を挙げ、<説明すれば、,もしア乂リ甫の大彖米国民所
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得びN夕ん?億弗の場合・匕、消賣匕Z:肉ク慮弗を使消しょ 

うとする依らば、,この時点匕おける平均消費性向は 另 

即う席％である。そして匡!民'所得水準灰いろいろビ幾化 

する匕つれて.消費量も変化:レ 總町得中の總消費の比 

率的亦変化するぞあらみ 所得水準の変化に对応して废 

化する消貴冕を表わす一覧表は「消簣性向表」又|&単に 

「消費性向」とし、われ瓦 而してケイン天の経済理論ぐ 

重要なのは總社会的消費ビ總社会的所得との冏ゆ阕係气 

あって,ケイ、ノスは現実の経駿かう 消賣性向は短期に 

おいて比較的安定してじる匕いう仮定をもうげてしヽるの 

でめ&

限界消費性向は所得のー単・位の変.動に对応する尚貴の 

斐動の比率套ある。した本、のK听得を丫,消賣をCぐ現 

わせば

C ziC
消貴性向はV P艮界消資性向•ほTY~

ぐ現わされる.

依お、貯蓄牲向ピ Y=C十I (貯蓄)で杯るから 

/ -~Y~ (消貴柱向)で液わされる。 」 ./

(2)完全雇用

ケイン天の「雇用.、 知!子及び貨轄の一般理論」におけ

一?-

る穴業の定義を明らかにすれば、自ら完全雇用の理念も 

明らかとなる…

ケイン天は失幕を次の5OIC分類してL'る。

/)自発的実業

2) 摩擬的失業

3) 非自発的犬業

/)自発的失業ビ底・幼く能灯をもの労仞者本現行の賃 

金を承諾し林い場合、或は現行賃金が少し爻もKげ、う 

れるこ匕を承知しない場合に生す、る。賃上げ、ストを行 

ってし、る労仿者は自発的失業の一例ぐある。彼等広自 

分匕ちが嘎求してビるよりも安い賃金を受諾すれば雇 

用せかれう;5匕いう意味还自発的に失業しているこ匕 

匕林る。

その他仇く能力をもう労・伪右水、自発的に怠体する 

Eし'あ場合もあるが、これを失業の中匕入れるこビほ 

正,しじビはし'いびたい。ある富裕な人・す・対:わむ「金 

持杨の怠け看』ビし、われゐ人や 或広答横的匕不精な 

人、す依わろ「不精人の貧乏人」ビいわれる人々はこ 

のえ.ぐい匕入る。2のよろI［自由意怠还仿くこ切を柜



否する場合にほ失業の市には入れるべきで快い。

2) 摩擦的失業に成 労仞市場状不完全なため労仞肴が 

一時的に労イガから离れてし、る場合に生市、る。摩擦的失 

業の原因ビなDわる要因は沢山ある 例えは、労仞者の 

移動不可能な票態,或る労イ丸ワ季節的な、性演をも〇て 

し、るこ匕 就算の校会を知らあにし、るこヒ等々还ある 

或る産業お衰微しの Cある傍ら.別の産業亦隆盛し〇
• /

っある匕いった動態的な社会.そしてその荘会の人々 

広もし仕事口を見つけるこピび还きれば自分の願ろヒ 

mろwほど・、こででも自由にイガくこと次で芝るよろな社 

会还底 唐撩的笑業はい公はゐ崎でも相当多量:匕存旺. 

するであらの アメ IJZT合家回では總労伪カの3%の 

摩擦的失業がたえずあるビ見頂けれている,しかしイカ 

<舞灯をもう炊び、ぬ仕事を探している人が、摩擦的は 

理由だ、け交、数ケ冃以上も失業しつづける核匕、わこと 

は直ビんW、ないでめらうかう摩擦的失業は重入间題 

ぐある切はし、え林い。

3) 非自発的失業

非自発的失業と成 摩榛的な理由からでなく、イカく 

意志があっても取につけない人々のごとである。

さて,ケインス'匕よれは、'•自発的哭業はいわゆる大 

業問題の对象にはるら硅い‘食んと依れ氐かかる天 

業看は労伯しようビする意忘おないからである。よた 

,蘑廉的失業は早晚し、す、れ公の産業に吸收さるべき過渡 

的現象であり・たビえこの種の失業び唇在してじ・でも 

長期冋ビわたのて就業できないこ,匕にほならない。し

, 京 cて.自発的失業ビ摩榛的失業厶あるだけで、非 

自発的失業おなし''依ら式・イカく意、怠を原する者はし、す 

れーも・し、すれかの産羡匕雇用されてし、るわけで、ケイ 

ン天、のいう完全雇用び、成立するわけであゐ。

13)投資乘數 ・

固単な数さ例で説明をすれば、•例えば•/〇億ドルの貨幣 

状迨加約に公关事業に支ポされ•その結果消貴支ポが

2 0億X )レ壇加した％するならば、總支次は3 〇億・ル 

だけ増加したこ匕IIほり・枝資乗数広3匕なる。この本 

うにケイン天イ本系において重要な意霧をむう投資乗数:匕 

は 扱資の废化芥匡!氏所得仁及ぼす限界効果をいうのぐ 

ある.而して投資東数ば限界貯香住问の逆教め/及 今 

段資乗数を佐,所得をY,消賣をC’貯蓄を8.投資を 

I匕すれ盛、.3三丫ーC S=I ・あり,且の扱資乗数



の定!莪から

△ 丫
卷=•-------- でゐろ。

△ I

これに △ I二三AY - A C ・全代入刁れば

% 厶、 .-------/---
• …亓须ー -/ー券

またH 弟 = - = '—Zs一" を得る "
厶S • *

号・令 に限界消賁性向’写字 に限界貯蓄性向ぐある。 

このよろ匕乗数を定.式化したのはケインスぐある

.,秋お,限界消賀性向及び限养貯蓄性向と投資乗数と 

の算術的な罔係を筒単な数字例にょって説明す&

乗数は限界貯蓄性向の逆数であり•限界貯蓄牲向は 

/米り限界消費性向を引し、打ものに常に等しし、七従C 

てセし限界消賈性向が多 である.危らば:限界舟蓄 

住向は%であD.乗数は/クに等しし、。まえもし限 

界消賀性向披 号 である独らほ、、 限界貯舊性向ば キ 

であり.秉数はろである.

次の表は限界消責住向の若干の数値に対応す度乗数

の数値を示したちのである

限界消賞性向ど乗教め(D对応値

限界消貴性向 

(X) 〇
£
3

3
£

2
5

/
2

3
5

5 7
10

3
4

4
5

ケ

10

丝

別
•- /

__ ___

乗数物 /
妙 4 弓 2 7丄

l2
专%

—

4 5 100 焦P艮大

即ち乗数の大芝之は限界消責性向・の大:箜さ匕同方"简匕 

斐化し•限界涓賈性向東高げ‘れば莱教ほ大きく、限界 

消貴性向米低けれI守乗数的また小さい。

公共事業匕おけるオ1次:雇用の累積的効果の向題点 

これによって明確丘述べるこビ状でさる。セし很界清 

賈性向ぶ〇硅らI& 授資の佶数的は所得拡脈効果は殍 

4Iせ井・•枝資東数は1である。

もし限界消賛性向状! 殊ら忒 附碍・扳張の累積圈 

程ほ無限に継続ずる。

乗数式焦限入の値をビる。

しかし,現実仁おし、てIま常匕し、くらかの漏水状倚仕 

し、乗数状無限大切なるこビは殊い。

はお・眼界消資性向 身,従うで乗数状5の場合、



"0万死)の当初の族資水所得 消膏及び貯畜に争える 

効果を例示すれば次のようである,

十ー

•投資の当初 誘発所得の 増加所得か 
ら生ずる消

所得中

の増加分 増如分 費の增加分 貯蓄頻

;△1 '■ •△丫 ・ △ 丫の t!

/、。00、00 0 凡 /、000.00 腴 800.00 〇 帯 〇2 00.。 00 命

800、〇。。 6ー〇、00 0 / 6 0.0 〇 〇

6^0.0 0 0 S/R 〇〇〇 ノ〇2 8、〇。。

よ/ユゝ。 0 〇 タクえ 60 0 /〇ユ、公。。

多〇%ら〇〇 3H7、いo 37.22 〇

高7、い〇 MQ./" 怂SS4 ,

ュAユ、)孕タ W、7/¢ 企、么L7

ヽ M え 7/# r ノ67、ググっ J M &

31、クえ2 ノ a い/, 33、SS

ノ S 毕、a ノ 8 Z 〇 7. 3 7^ <2 6、オダ3

/〇7' 3グぐ
■

等々・ 、鸯々 •等々;

総計・布 ^OOOOOOffr 孕,000, 〇 〇。帝 ノ、〇00.0 〇〇 g

投 資 所 W 消 費 貯蓄
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(4) 眼躁費用

一定の生産塞(二めたらしく ノ単位を附?! 口して生産しようと 

すろ【ゴわい必要とされろ生産費の増犯分を限界費用または瞑 

尊生産費という〇

・け)可寇費用

その発生が操業度に閃缺Wろ費用でおけ、生産量の増滅・に 

ともなって変勒するものをいう。而して生産暈の增;成にとむ编 

資用変動のし方・によって、 可役費用は比例！飲用ご不比例費用 

の貝っに区別されろ。

E ) 固定費

固定費と(ゴ企業の操奈度と熙阕係(二発生.する賀用、すなわ 

ら、生産が・おニ食われていると否とに力、かわらず、また生星 

量の多・クに。、かわらず、、企禁が’存続すろ限りつねに発生すろ 

費用そわ冬。もちろん固定費は、ただ生産重の殁執によって
./ •

増減しないのでわろが’、物伽の变動は固定費の禮にも作用す 

るから、固宅費でもつねに不及でめろわ(ナではない。

銀行・の後金rか貨’幣的耘危をいと0'亏・卜昜合、その預会を預金貨 

幣という。例えば甲、乙両者パ艮行(二当座預金をもっていろ 

場合、両者(』現金の授受母ー刃行わないで、、小切寻を振米司 

ことじxって預金を預金の吐まで玄払いに用いる二とかでさ 

る。二のような銀行の預金を預金貰幣という。

(8) 資本の限界湃

新投資の予・想收赍性を資本の浪界劫宰、と府ぶ・つM n持定 

の藻本賞至三更に言筆匱(限麻単位)•だ、けぎく建設すろ羯合' 

に生すろ、賈用を超えろ于想收益の最高率のことご•めろ。

例えば、発展しつつめろ社会にお"、て浸万熱で建てたビル 

ディングが、、家貰と セ 辱当のノROO布を宝林、償却及び誰 

持・に年当り9。。希か力、リ、純衣益年当。)、〃如 褚エす‘よ 

この場合もしみ」耳率が•多分であるな・うば、このビルデW >グ、 

は パ扑〇席(W滲)の値打が’おる。二の種のビルディ > グ 

m旣存のちのは長・灯" 馬の題値ド・なびれ、浦ならない,、しか 

し孕分の利罕还容題"福を借りこ新ビルデ« > グ'を建て、 

〃”布すなわおタ分の裕收益を裹琅った方・か”よいでゐろう。 

この種の資夺資莲の知率口寸分であの、弘分の利率V・丿も高 

い。もしょ分がFペずの種頸の笑質投資卜う得られろ收逾琴(7) 預金貨鬱、(預金逋貨) 



の中ぞ最高の率でめろとすれば、肯本一般の限序効・率はく一分、 

’でめろ。投資は予恕收盖率が利手率を超過うろ限の続けaれ

ろ。 -

(ヲ)授掇的動機

ぎ衫、債荥 獄式なヅ貰幣以亦の資産は、その存続期间を 

通じて確定ヨ仁は不應定の收益をもにら-す。したが‘って、債 

務忝履彳亍の危城ないし資産価値の爰動にともなう損失がない 

げ布、何人も利子を生a日い移態5" ち貨幣そ隊有す6 

代りに.自己の富を手形.匱券•株式sピ和.仔・生心形態で 

傢有するでめうう。しかし、現笑の経済社会では、漬務否’覆 

行の危戲が存在すろだけて・切く、賣莲の市価も著し < 痿動し 

何人も市価の段勒を雄実に手知すろことIコでさ仃い。そこで 

成インやゴ投枫的動械をr将耒の成行全市塲よし丿も「冒よく 

知ろこと(二よって利盗を得ようとすろ目的」でめろに定義し 

ていろ。交換の煤仆手字殳として貨幣を欲求すろのとは全怂建 

って.’富の貯蔵手f殳としご貨幣を•保有すろので・物ろ。この形 

態で資産を保同すろのは.それが’他のい护なろ畐旳凌の手殼 

よ,)も好Mしいと思うかろでめろ。これ_(コ一種のナ殳械顼おろ 

もし利耳寧花将未上ろ刀、もし双ねと考ろならば、貨幣を保有 

しょうとすろ誘因が’起ろどともに、債'券のような沂得を生む 

有・価証券を買うのを避けようとすろ衝・勒邪’起ろ渗おろろ。壞 

ど’ならば利子・率が渦养騰貴すれ行和手Q配当の衫の-時的須 

いが侦ろ牧溢をも相役して采のあるぎゝ呈に,購入されに責産の 

資本化価値の額^藏成すろかも知れ,"、扩ろ作るろ。
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い。)流熟性携靜

流動性瑟注というの(コ蔺単に言えば貨帑落要・ということで 

めろが、、貨幣需要という極めて平凡な言禁に代えて流期性選 

汚という一見わかし)にくい用語を;!・采用し仁の口•ケイ/々て・ゐ 

ろ。貨幣を蘇許にもつていれば、バフて・も必要に応、じて他の 

賊貨や用役に交換すろここか、7?きろが、・貨带のもつこの艾換 

性の容易さを・氷が方円の畚にしたが、 って矽を废えろr1とに 

喩えて流,軸性とよんビ。い 之が流効性送•好という一見.涙え 

が’仁い言蒙顽貨幣需要を卩乎んだ、 のIヨ貨帶のちつこの便宣さを 

工くに穗譌!しょうとしたわけであろ。

(この章はDデイラ-ド着国夺好弘譯「丁,初•ケインで

の経商学」平凡社「縁済学爭溟ユ東洋経滴新報社、

, 厂経済学太辞黒」及び肩田保馬着「経済学•理」二・

よろ。)

第二 本 論

W 不況期の.敗政政策

ケイ > ス、、1オ、失業に対する最も童要な武春として,牆極的 

敗政政憤の必要性を主張しているが•彼の一般的を説明特こ 

うで、 ある。

髙度に発達した建業咨・本主義、経済匚おいては、完全雇用に 

対応する所•得水準の下でば•浦創性向ほノいとなり俺って終所 

得と総消費とのキ、、マ''ノフ"は插めて大き()ために・民闿投資だ、 

けて、、 はこのキ、、マップを埋め合わすことができない。失業左除 

去しようとす吐版 このキ、、ヤッフ为政府支出によって埋め合・ 

わさ双るか、或せ消費性向を增大させてこのギ、マップの大き 

さが縮めうれるかによって、とにかくヤマップの充填が汙か 

れ灯け書Iは、、な、 らな()。

而Lてケインス、、が強く主張して()る貞時、高い貯蓄性向左 

助・長する雲因と灯る苗痛・分配の大さな不平等寸•資本主義経 

済のなつ大さな將長て、、あるから、 消薄'性向あ雇用に大さな如 

巣を与えるに足るだけ孑］さ上げ、、ること恃、窯嚟間題kして春 

易にて、、きることではな()。槌って高水準の雇用左維持するた 

めには、完全雇用の下に所徨と消費との寂に标・注するキ、、ヤッ
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プを理め今わす計画的な公共支出が、主耍課題となる。匕(丨う 

ことである。

さて失業を除去するために、公共支必を行うことには主建 

疑問か’二つ生す、、る。

第一に、そのような公共支出は礎全な、経済の立場からいっ 

て正しい五のかと''うか。

第二に,ぞのような’公共支出は雇用を選出し且つ剃激する 

のにと、、 の泣効果があるか。

このうち第二の問題は授資・東薮にすって理解さ成る。しか 

し諸資源が遊んで”る場合には•公共事業在唱道する基滩的 

な很抛は乗敬理論が・正しいかと、、 うかに墓づくもので'、 はなく, 

全経済組織の憲点からなて 弘看が、雇用さ耽・Iほ•何か翅以 

よの:Iの左生産する限り、労仿者を雇用する甲斐が・あるど(I 

う観念に基(［ているのである。遊んで、 ()る旁め看在雇用する 

ために社会に生す.る碳邪實用はセ、、ロであるか或は案賞的に見 

てゼ、、口に等しいユのて'・ある。従って公共員坦である失業者が 

遊んで」)て何・あ生産しないよリは、 たとえ少しは、、かりの岂の 

でも.柯かを生産する方がよいわげである。

二'で注意しなけ八は、・ならな()ことは、社会的会計計算の 

原理と私的会計計算の原理とが’食れ迳つて()ると()うこ松ぐ

^ 一閃ー

ある。

たとえ ず、ーズの企業に雇わすIている労由者n普通、自分 

が妨ら(1て(Iる企業の産出物は崔かしか購買しなI)。とこう 

が彼等の賞金はその企紫の経費の主理部分を占めてHるので 

ある。た、‘からとの企棠でて、賃銀支払額をできるた、、 け切りっ 

めて敢益よりも賛用をな、るべ、く柢くしょうと寸る。そパにた 

とえ、すべ、ての企紫が同ビように行動した場合、失業者が続 

出して社会全冰としての贈買力が您下しぞのために却っで寸 

ベての企業にとって悲棒な結粟をもたら甘もので、 あろうとも 

精わす、に行わ沢る。個々の企業にとっては旁勢賛甘可菠費用 

であって、一人も労伪者を雇用しな(、とさにセ、、口となる之の

i
である。

ところか、、経済・全4KZして寿えて扱ると、労油は、労あ者が’
-/

雇用さ»1てIIようと 失業 して・いようとに阕株灯く . 4•蘇、かる 

基:本齊用或は固定膏である。労枕者 は取を得てIIようど失業 

していようと食わなけ汎ば、‘ならな'い。極端なこと在考え故由 

いっそのこと,失紫者・を餓死させると()う手ああるにばある, 

た、、が’こ心は余りにふ酷にすき、'るであろう。

このように企業家は金蒙家、自身の利益だ、けしか拷えないの 

で・或る埸合には自分の工場を膜用比ずに遊版せくなこうと



決意するか丸し沢 ない。ぞの 埸合一方にぢ(Iて失業者が多け 

れは’、賃銀が下落して国民祐碍が液、少するわけて・あるが.、国 

民所";得が滅す・るか増すかと(、うことは企業会計の直接顧慮す 
/

ることではな、 I)。

ま比・完全雇用が、 よ在する埸合には一人の人を雇うために 

生する実質費用は、 その人が熱・しい恥埸につくためにやめる 

ことになる今まで、‘の・耘埸で、 生産してお、つ左ものである〇とこ 

ろが失衆が•存在する埸舎匕は、 一人の火紫者の今迄の社会的 

生産辻セ、、ロであるから・ぞの一人の失業者坦雇"め)二生ず 

る費用 はゼ、Dである。

このように秀えてくると、要するに個人の費用友び收益と 

社会的資用及び地盗匕は必すし七J致寸るとは眠らないむら, 

個人としては全経済に利益左与えることがでさは11場合には 

政府が・全経済のためを訐るような’行動まとら彼・ならな‘()。 

全国民の代表として国民の政府ば国民所得左増加さ水るよう 

に施憤在する義勢・をもつわげである。

不況期・にわ・ける公共事業は、 乗欷効泉に厳标して(、るので 

成なく.ただ'、その乗数効泉によって強化S双るMのに過き、・な 

い。從ってヤ・ え乗湫効巣が全然な(Iとしても、公共事業は 

游んで、(［る資滾左楝用する手段として結搆な、・のピ(、えるて、'

あろう。

TV)欺、 政貧金調蓮の方法

新投寳から生す、、る所・得の増如量はその新投資の乗数倍に傳 

I U 〇 LかL実際同題kしては.政・府の公共扱資が行か况る 

代り仁民闾のa資が若千厅わ双な、 くなること电生す•るであろ 

ろから、その)うあ、 場会には、例えは、,紊数が5で'ある埸合 

)。 0万弗全支出す!Kは•す當万弗た、、冷屹得左増加させるビ走え 

ることはて、、きない“ケインス、’の見積りによると、合衆国の如 

き社会で、 甘不況期に限邪消費桂向日約ぎ〇 %で、あり旋って录 

数は5•であるが、、実廉の所•得増如は政府支出・量の大冰つ - 3 

悟を上通る稿度の乩ので'あるだ、’ろうとみて(、る。この彼者の 

敝与を政府支出乗数とよんて、'、 県界・ 消費性向よタ％の埸合の 

条数の5と日う完全植切対照させるこどがで、さよう。この之 

うな琶をもたらす要因の一つとして、公共投資を行うだ"の 

責於の藹蔓方法が方えらZHるのである。

加T辑追,出の席用はデ伯規の支出で灯け!Hばな”らな()のであっ 

て今まで行わ以てひた引］な支出の代りに行め映るものであっ 

てはならな、 I"

例えけ、庾亲冃々以ク栉W失業教済盅Xして安取マていだ・労
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由者が、公共津業であくようになつで冃々/QO弗主受取るよ 

うにな、 った匕き・技の祈瀉の純増加量ぱノタク弗ではなくで" 

帯である。更に全林としての経済効果は.ぞの現在行あれ・で 

ひる公共事業の资金が加柯にして調達世ら収ているか、そ成 

に・ベで今まで・の赦密金は也何にし・で調逵せら阪ていたかと 

いうことによって变ってくる。^

⑴雇用に最も大きな’刺激主与えるのは、翘巍收入の申から 

京払診服・で日狂公共救済•資金が々めらMて.ぞの代りに腊 

入吼によって 資会を諷建して公共進義争喋が有力双る場合 

て、’ある。

⑵ これに此べ、 て.今までの赦済・金之新・規の公共事業％共に・ 

潛入Mによって資会が調建せら汎ている場合には刺激がI前 

者』リル、1小さい。

3)最も劍激のホさUのけ.今話で・の敬济•会も訴公共事業も 

共に和魂收入の中から融資さ叽る埸合である〇

課税によって謫・瑾した資金の支出け• 主に或る形て'•行わ 

加Iていを支出W別の形の支出/ニ代えることである,即ち民向 

の投資左滅らして政府の投資を増すことなのである"

借入故によって調達さカIた資金の放出ば、民同て、•腴消する 

予定のもの左潜入心る摄谷や別であるが、主に新規:の支出で 

衫り・探って総有効帯妥•在增加させるMのな’のて、、ある。

疵って技强的効果左大きくしょう匕す心は、・、公共投資計画 

の資金は鋭金仁よるよりも寧ろ階入彼仁よクて調達せらるべ、 

さて、、 ある。

政府で、 も個人父企雰の埸合と同線に港入!II左行えは••貧ノ責ど 

なる。しかし政府成での市民のハi表者であるから、政府び賁 

［責をもっということは・ ぞの市民の中の黄る人々が他の人( 

政庶に嘗した人)から貨幣全潛•りていることを意味する。げ 

位と'、も政肉・は、もしゃらうと思えホ、厝入阪左行うより專ろ 

新・貨幣左経行するニと,ヨでき、この 埸合には公履:による赤字 

は籽卷しな、いわけて、、ある.た、、から赤字賊政は所・清娑出支出の 

ための時定の摞式(公債龚打の如き市民からの腊入於)の責 

金調達の結栗生す、、るぜので、 ある.

要寸る仁重要な、ことは、繰返して述べるか、、成政投資が希 

規の支出で’なけ心ほ％、らなひという典である。

公瘠と鋭との区別に如えで、公猾や鋭のI)ろ()の種類の陶 

に序圧する招違黄もまた重・耍である。

旗:行からの梏入須其大衆力、ら冇う惜入れより［振張的な効 

果が大さい6それ吋銀行から借・入双を疗えば詰果匕して預金 

貨幣が新しく進出き汎るのに为し、 大衆から措入心行うと

.•^--• -4 •--'



き匚は現停の貨幣供給寛の一部を大衆の手びら戒府に務す結 

果となるに遇芝なひ。•前看の周合には譲も自亦の消曹や授資 

ま顷りつある怯要が生じ自〔)。

録行に么、 < 在 売若汁ることは、 播・して松つかし(.)二Eて、、 ぱ 

なし)。河とな肌ば・不.沉期仁おいてW録行ば超週 準墉念主もつ 

ており.たとえ 政府の公債に女払わ吼る利子率が梅めで祗(1 

率であるにしても、滔末利子率が’騰貴したため公棲の市篇jか 

下・瘩する 心配さえなけ双・ば、襯行はその超過淫描金左政府公 

廣に按資することによって利用しようとするからである。

政府公麗あ涸人(大衆)に売対けることによって賁金左調 

逵して行う赤字支出は刺激力をもつには亳っが、 銀行組織に 

公廣左売杜けて諷達した賀金左皮出するのに比べると剌激カ 

は少ない.鶴行とせちがって,個人・が公廬左贸う場咨仁は、 M 

翼手段が莉•しく造出せら八るのではなく、購買手段の杉転が、 

生す''るだ、 けである。洞必の買手成自分が电っている賄賈力に 

対寸る支配捷在政府(二衿讒するのぐある

しかしな、がら以前仁資金を七って()た個人より七萸に積鬆 

的に政府び金左枝う服り、•このような匯入炊で、苗経済活動に 

対する成!」激となる。勿諭政府公腐左買入仇る個人が:、公磧を黄 

やず/も自分の貨辭を消費か投資ビ桢う筈で''あったと寸沢ば’ 

純剌激は柯等生せ、'寸、での埸合位、マの人ぱ自分の賞幣を政 

府仁彩転して涣わしのゐた、、けのことに遍き'、ない。げ故と忻欖 

して言えは、、政府公膚買入nに用()ら"'Iる貨幣の大部弃は别な、 

面に吐质わMほい筈のもので、商ろうめ考えら双るから、公演 

買入札の碗果ば一敬に或る程度の刺激力 S つ三のである。

だ'、が、5 Z拘ら玄、大衆からの槍入也は、殊I二大規模 

に行のMる場合に・は、或る握度は消費乃至民向投資を拘点し 

勝ちなものであり、 從って根行から借入汎る埸合に比べるビ 

と深刻な不況期に際してばあまり芳し(1もので、ばな、)。

しかI、不況期が、 終結しで、一目竞全雇用か’毒せら敵ると 

インフしーションの・先,在制する手改としてほ・ 祈得を增ッ 

さ版•こんが柯よリモ大切ぐあるかカ、顏行からの厝入れで、 ぱ 

なくて、あしろ大兼からの盾入肌ヤ或せ課税による資金彌達 

の方法が9ら川ることになるで兩らう。

次に各種類の税の中、尊塗的な税が理行的方、税に比じ、消 

畳性向左抑えることが少()かう消費を抑俐Jする傾向が小い。 

た、•からもし公共事業至行う資金が主に金持に課ぜらせLる累進 

譲貌か或いせ相続寇によって調達けら旌るなら雄、 民洵支出 

匸よる総消費は余り滅ら対いだ、 ろろ。蓋し一般に言って、金 

持の消費は破導の支払う税額にば左右ゴ貌ない顏同が讀いか

—・ノ



一G。 —

ちである。しかし、極度に累進的な課損〃)欠点せ艮间投資の誘 

国在逆に抑える危険がある。

不況期における公共支出の資金諷速法の中で——番芳しくな 

いのは,もし納税者の手中にとと、、 注っていたむ、 ら成、棱将沢 

る筈であった 資金仁大きく視をかけるや刀 方である。消費敗 

売上兢は•低額浙碍者から义寇をとり国民の城買カ左弱める 

から、不沢朗の公共投資資金謂達法として最も芳しくな、い方 

法の洌て'、ある,消費戰売上脱けての税の殉んと、、全額匕,招当す
^ > い

る額だ、け消費支出を减ルせしめる。庇って累進税によって敝 

資せら炊る支以に比へ:ると夹業解浹に阑して、はるかに効果 

が少いわけぐある.尤も、前に述べたように累進税による方 

法名澹入汉によって目有わ叽る方法に上kペ、ると効祟は玄い〇)で 

あ如

不況期に港入支出或は赤字玄出在鴻導する人が•奸況瑚に均街 

下箕左主張するのは全く迁牌の合つ.•そ・話な' ので、 ある。赤字 

敗:政の目的は諸演源の完全刹用•を招未し雇用と尚・得を土富史寸 

ことにある。だ'、から完全窿用の貞を愁えなけ?れは、'、 赤字跋政 

を更仁行う必要ばなくなろめけであって、ケインス''の目論公 

奏はインフレーション或、はデフ レーション玉惹さ起さホ、に完 

全雇用を実現するこビにある.

投資と消營を共に増加さ世る企図を以つ < 行わ欢ろ尚得造 

出的支出による貲帶晨の膨脹せ不況の年にこす適当な、政策ぐ 

あるZA•戦彳斐の如きインフレーシ・ヨンを抑制しなげ灰!ホなら・な、 

(J埸合の/政的手段としては逆に高額な鋭なかけ赤宇公癢の 

発行をやめることで'ある.

W2漏れ 、

也)クト国貿易

新規の貨幣支出が沖T得左席数的.に増加食せる力は繚入岳, 

にマの貨幣が履め双・る場合に現わ故る漏狀によって弱めら 

机る。

もし應界消費睦向がり” ぐ、あり、ぞの內うふか'、鹼入Sの 

渭費に向けら依るならば、'、 国産品に対して有効•な限界消資 

性向甘りのに祇下する。限界消皆姓向がち2からり池に尴 

下するこどによって、乗数甘Sから2%(宓=エ頌=言=歹W 

に下がる。輪入呂が消費のフ夕 ％ま占めるイキ、 リスの4・う 

なー国で、 は、 限界消費性向如物匸基(!で潜在的に荐在する 

タという嗓数と経験的実際的に見讀ら双る約たチからヨと 

いう乗敬之の间の乗涯ばタト国貿易の面U生す'、 ろ福既の必［二 

よつて十分説明せら耽る,



舟国冥易の面に表われる濁双の意味するところば、使消さ 

仇る貨幣が,全部国肉経浴因て、、生産された生産物購入に履わ 

双る場•合に比べると、国内の雇用の 煩加の壮方が、、少uと(ヽ 

・うこと である。しかしその損哭は一国の損失 にとと、、まり世 

原的仁損失が生ず、るのでほない。そ沮は一つの国内怒済 ん 

比し、、 な損失の尷度 に用当 するな、、 けの利葢がタト国の手中に入 

っているからで' ある。

つ視と会社羚蓄

風民祈,得の原界消賛性向ば課規»,会社瓯当政策に」つ< 

左右さ彻?る.

鋭金に支払わ沢る计得がもし鋭金として納めら双なけHI 

は、、、での大部分は渎消せらる公、き筈のせのであろうが諫枕 

によって祺界消膏H生而が’.变ってくる。

次に国民所鶴の中に会ま血る 登荘收益に甘・配当として払 

し1出さ阪るよのた、' けて、' な、く配当 さ)k題日ものもある, 分配 

され ば(、利液Tは消費に枝われず・:総国民所-得から消賛さ心 

る比率匠/f&下させる傾向生七つ要因となる。颓って会社の 

配当政策によっても、オ点眼邪消賛姓向が左右さ双るあけ

である。

ー、?3—

効内左打消す要因

不汉兩、の公艾爭亲は、云间部Eも公共却门セ含めを全件 

としての圣済における絶哀用を増加させるこ匕を基本尙を 

日的・として〔、る。Eから公艾快資が層加する結果匕して少 

しても辰冋秋資が被少寸术ば、 公芙杈資の往用造出尺び町 

富造出題効果を打消す傾向か現わ花る。ぎ匕•その反社匕 

公共授資によって消賢が誘発されてー耆大きくをり、その 

ために氏间眼資が少しでも)曽加すれば、•公共找資の彥用氏 

び街律造水,効果左塔穴2せる楊向が現わノ卩るわけで、 ある。

民尚洪賛の誘発因に阕するケインベ理論ヒ純スほ‘•公芙 

投資の影響は利孑率の夜と口浪反して歩くが或は資本の賬 

界効率の変化に波反レて々くか或巳舆に兩者の密化.lc須氏 

して归くもの匕寸•ると匕が•でさる。

s 利孑率

貞悟当耳の側で取引用の貸龍の轶給量左t曽加させるよ 

うに積極約ヒ符:動し!互い瘍合匕ほ•梭預計画が実袍せら 

花る藉泉匕して利子率!丈上昇する頤向をもつであろう。 

剥孑潍か少Uで、 も上がオ7 ‘は, 民向投資生却制する顧向舟生 

する。し・し・もレ眞幣登が十分に稽加せら爪て投檳灼 

勤機才満風させる匕めに保有仕おれる手持環金を涸密さ
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せ春いようにす双は・、利子卒或騰貴しなし'。貨幣当局は 

長姻利孑率を騰、貴させ.るし'よう|u・確固たる態度え示さ 

&ければなら石:い。

0) 資本の限界効率

借X支出,匕よって敲資亡ら乃(る公犬抿資がセつ有刑迓
;■ 

効果は、戻回資本の喉界効率が低下し戻向の抿資董び减 

少する乙匕匕よって打消される公と。れをい。2 (7)効ネ 

を将消すようる影響ほ真本賊生耋貴が騰貴することを通 

じて彷くか或は企業家のもつ于想かオしくなく在るとと 

を通じて仙くであろろ。授資辰び’産用木準が低木準よI) 

高未準に録衍Uて行く间ヒほ資本資茬つ生奎竟可不可虽 

的に、若干の殯貴え示すに盧びなし、。 このように生 

產資方上導寸妃ば、,辰,冋資本の限界効率は低下 い この 

Jめ民回找資童を减少せしめる傾向好現われるものであ 

る。

ま左、公共投資び衍われる結果、匡冏資本の予爽•快益 

!二対する企兼者側の心理約在勤きか芳しくるく布るなら 

ぼ、'.度冏拨責はほを阻害せられることに有ろろ。レカ、じ 

公共扱資が大規模に行わ阳るとは本不ラ/的に企茉の定 
カネ

上高蛙虐加し・金が企茉の環金登録富な企業の銀行勘庄 

にころけ、 こんでくる•筈であわ.従って楽観的に志之れば、 

企亲家の檳加減によって、彼・等のもってしゝる先入感朗あ

Lユのようる景気は故恵につくり・レ七幻影のようをも 

ので不使全をものであるコ匕いう企業者の若しくまいJビ 

通为互勒き廿、まくをるであろう匕いう見方七成立つ〇

耍するに、大恩模の政:府投・資によって公芙企業か’こオ7 

氏で反冋企茉甘けv限られてし、ち領、域にまで斐辰して帝 

<眠り、ごの領域の民冋投資は今後公共企茉ヒつ羨辛|二 

よって利滴び下るを'、 ろう匕是板せーられるなめに、阻害・さ 

れかもし左点し、。資本主義の下になし、ては、啟冋拨資が 

公芙投賛匕比べて通が(C大さし、 のが正常の状態であるか 

ら、员间投賞を懿発する要因を荔め点いよろにする己匕 

が重雲である"

非自発的夹漾が存在する塚合k:国、乗液が7より大さ 

I.、跟りたとえ浪黄約玄偵幣麦出ヒい玄ビもその社会を富 

ますことかできる。

左ヒえば・、社会の実噴防得或は実貪灼每冨左少しも嘻 

万口させ存いよう点仕聿' 例之ば'落幕集めのようち任爭lu 

ス定臺って/クク万布を表払う匕しょう。もし来新が3 

である匕すると、ぞれによって貸幣所停が儈万口する葱後



ほう/タ 万布である。谖初つ/ク0万弗に対斑するもの 

ヒしては河尋仞価値の.茬山崔:主生巷されていないから、 

このノクク万弗在差引マと、夹’貪所得段ひ’’窟・の増加分は 

&ク"万弗ヒ惹る〃 落兼集めをする人ぐに对して猿u匕 
g /

当初の支我額、は単に現存bこし、・る実物の富ゐ再分配をも 

たらすに圖ぎ’をし、。即ち落紫弟め人夫が猿得ひた物を衽
・ ノ ・ .

会の残りの人eが夫ってし、 るわけであ角。な、方’ノハオ 

弗の君が有・初锵耍匕して俠われるヒき、 尊額の実貪再「統一 

反ひ’実物產出童が生產さ昶る!ニ至る“無棚値灰爭茉に対 

して方した当初の友出が惹き起す冋棱約再効采によって 

実貪质得辰び実物瑾故重がQ /タ万耗壇ノ2するのて、 ある” 

勿論役に立つ面に金を横クた方が辰し、に決,ってし、 るカ、’、 

それが快冋找資压道尊の政冶鬼在面で,反対をうける博合 

luは、柯も〇 §いよりkt浪黄でもし后方办’よいので・ある。

景後に.当初の公芙友出力、ら有効歸婆が累積灼に埴加! 

することによって民囹担資が新潁・に誘発せられうるこ匕 

に注意しなければ倉ら呑し、。消資段に对寸幻嶄耍・が上昇 

・するにつれて.或る生崖分寛の現存の框設の生童能力で 

ほ不十分であることが判るに至るごあろう。W二で次ヒ 

はこれらの分對の生茬施訊が拡飛さ求る段販ヒ志る〇 3 

ー泪ー

任.耐ス施設な設備の面では新袈資需要が暗がし存い圧 

しても、密要び累稿的に增加するこ匕によって在庫富を 

增力口しょう匕する牧資が誘発七られる司能柱が生ホる"

ケイン大蛙拱資が当初の救資量・左‘け鶴加するものと仮 

定し、即ち/回限リの投资を考えて誘弛される找資を荔 

えてし、点し'・が、それ］寸、裡諭の建階を容易匕するために 

やつ匕まで・ のこ匕で、、公共投貧計画の実際の息透し学結 

束匕を評価する己匕が’冋題・匕を&圈合｝二ほ、 莪発消黄に: 

も匕ず、 いて投資が諧発:せらオでるどいう可能忤を嫉視して 

はなら点い。

俗 扱資匕次、の・再找賓匕の向に暴通する時闻のおくれ

ケインス、 の乗敗碧論は詩向のあ、く矿左捨象してし、 るc !チ 

松と、も、乗散互実條に足用する谣合には、所符を生み出す 

最初の投資匕それに炎<新しI、再我資ヒの向に薦冋が圣遇 

するといろ爭実ぎ卷玄わば存ら点し、ーも,レ、找資ヒ辑圾資匕 

の冋⑦期冋が公グ冃であり、很界消•貴性向が么、卽ち乗教 

"点ぐある有らば、、新しく ノ弗が政符の投貝ヒより注Xさ 

わるこ匕によって、政将か’最初に/弗互俠った海ヒ所再は 

ノ弗だけ層加する。m歩冃後 寸"仙か・消責に使わ爪て帝解
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はぐり仙后け詹加する。注ス後V歩冃日匕は仙、とケ 

冃吕ヒはノ 仙が印・窖に付加ftられる。この当初の/希 

の支よが・'待わ敵る結果どして、次ぐ匕弟向か進なに徙って 

所徊に付加きれる蓬は減し、 てのさ、乗数がヨであるわ、ら带 

繹の慾層加館は漸次4卷に近つ、 いて出てのである。あし継 

詫約再投資の通春が十分長く認けぢれるならば、有期向务 

の飾畧度山妨果の総計は近似,的に債希に馬る。そして若し 

他の闵採孝墳<消賣性向などっが変らず、、しかも同一率の 

注入が続けら47ていく在りは,、所禅永拳はごの皮邦ヒし、う 

木準ヒ幻っづ、 きとどmるであろうcこのことは公若投資が 

弗つ七後・ぞたが極大の斯果をもたらすまでに或或る時间 

か’基通し存ければ太らなし、ことあ意味する。

公共投賛が止めば・.その所售途・出的効果四、剽•次袤稿し 

て最,後には全 < 消殲レてしオろぐあろら。

必結 言

茉数互実際に亦用し若埸合左分析するに隙Uては弟處、に 

入れ馬ければ•在らぬ要因や锻智が他にも汰山あるc乗差攵の 

定武は公美挾資の彩瞽がい < 或、、くであるかえ正確にヤ言さ 

せるよう色定式で、は亙し、。

—J?—

いろSろの嬖因伫与える比童を亥スる匕宛って.公共抿 

資は巨大点所復造、虫新果史も〇と絹論すると匕もでさよろ 

し、或はぎ近雇用ヒ所得ピはマイナスの兩感しかセならさ 

まいと结諭すると匕もできよう。全般的有効果或どれだけ 

なビいう阿に答を与えちるものはたぎ、 実障の荃駿のみであ 

る。

最後に、この章の婪输を在ベて結ぴヒする。

政府支出が練近し有われるこ匕により当款支虫量 ヒ政府 

交・乗敵ヒを乘じ左額だけ国戾同・符水準左永続例につり上 

げ’るのは、での抿資が彌・澄の找資で、あり、その新規の我資 

ホ現在灯われている投資に何等の疾響も与えす、•宜つ漏れ 

七も秉淑の大きさにも斐動がるし、場合のことである。

(この章はづ・ディラード・着、卸巻好亥沃「顼’ M, 

ケインス、の基殆学」匕よるI

v 簸府反ひ戦頫のインフレーション

真正メンアレーションほ完全•程用下仁生する現臻である. 

つまり唐田匕茬虫童の上界を样わず、物偷のみが上塁する埸 

合ヒ生起するわけであゐが、完食存用匕到委し在<とも、 

2ヒ近づけば’物席6W上貝する。存ん匕を料ば、、完全奁用七
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近ブくにつれて賀條賃銀が上昇するこ匕)灵ひ’短期にふ、いて 

は産狠透の大ささが虐大する匕つオIて訣柵匕限度があるか 

ら収模が漁減すると匕と結ひ、ついて生莲貧が暗加するから 

であるC

け人ンス、の物価ゆ建謫に対・する景も重嗥を貢轼は、い・わ 

けるL 一散理・齢コであって完全雇甲以下の状況に街湮する 

ものであるけれども、欲はまた亮全雇.用下の物価理論即ち 

インアレーションの理論匕対ひても鱼夔為貢献友をしたの 

である。

もしインフレーションが万人に.全く同しように影嚮を与 

スるも のとすればメ ンフ レーショ ンim司簿鱼斐性えもたな 

し'であろうかインフレーションが常に鳄階秘の人やに与え 

る影嚮力< 具るから冋題である。人ンフレーションは、君:会
• »

正義の棟則を衆視する如き方法で、或る人々から冨を奪しゝ 

去り、そ毗左他の人マに芬瀝すのである。えから•乙の人ン 

フレーションの不公正蛙、大覆笑菜に庚｛連・する眞大点社条 

的浪黄に差人ピ劣会す重耍点圣暗间頫である。ケノ、ンスカゝ 

丕箱導看匕してオーに咨久ていたZ匕の一つは、スン7レ 

ーションの區程匕その有害泰彰碧左できるた、け少くする手 
匕ー：""・、出Ip 喚・!

段成何か匕し、ろNとで、あった!。

—4ノ一

彼或畤に1"インフレ主義者ユヒ呼はオるN匕があるが、.

このよう点レ、ンテ)レ近彼につけることは誤解を招く。彼が 

云アレーションより.もバンフレ蚪ション左娼え以、匕しても、 

マオ［はユの二つのうち客楚の少い方を匕つ左:杉けのことで 

ある.蓋・し、デフレー・ションは二重の害募左もつ--- それ

・遅意韵をやリ为で冨を再分配するど芙に:•ヨち失業左生 

ぜしめる己匕によって新しし' 畠の禽匯在阻簣するのである。 

インフレーションは石皮咼的忘程度匕近ブく為台のタトは.た 

だ’冨互恣意灼な方法で、再分配する匕いう害慝芯けでー赋ヒ 

は炙棄左蓉き起すこ匕は百い。

耍するに貸帶価値の安・底といろことか常にケ/(ンス'の理 

謫侖祁・匕•実践井園の百療の作匕つであQ七のであって決し 

てインフレ主義着であ〇なめけでほ有UJ

ケインス・。欠探公ー敝題に存在する鬼控在用以下の惕合 

を分析するのに用し、る瑕念麦、 亮会唐俱/いう若殊点湯合 

|Cも宛用する。

Xンフレーションはたた、、有効密奪か其く種が!しても產 

虫還かそ27に藏灰、せ歩、、 その結果、 物価た’けが・上昇して茬 

よ違田兽加しるいとひう精殊を房会を表わしている«通ぎ、

なし"
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その塚合で•七、マ纹リ貨飴童の増加寸淤動性建好、利寻 

率、訣資誘因、秉教:反・ひ・所鶴を通じ・て圣済組繼の中ヒ柞用

してゆく。爾ち貨帽慾曇の灣加はまず垣蔵手将現金ゆ中に 

スって行き、そこで・利孑率を下げる。天!孑孝カ:卞がれば投 

資の莪因攻英ヒ着がする。找資の瀆加J白、ぐ我資来教の凍 

理に徙って、ぞの疚資の厝加量よりも史に大き〇貸轄折 

得を増加さ也る。しかる！c産出量姓層カコI)得窓いから実負 

所倡は增加寄る己匕か' でき匠い。そこで負轡所辱の増加球 

自ら物柄の上寧ヒ在る。Nれか真正/(ンフレーションの庆 

態である"蓋し雇用匕産虫量は一定であるのに物’価か上昇 

ひつ、あるからで右る。

実全谨用匕対在する所得匕殖負にの间の’ギマッスを埋め 

合わすだけの授資窶がない傍合に史失栄が暝われ、aた下 

ゆ平"ッヌよりも襲にヨくの找發本存在する湯合Hはイソ 

フレーションお生ずる。つmリインフレーションが冬.ずる 

の号・費に计する有効歸耍I投資ヒ对する有勃帝壁の祀が 

唄右の物梅で須jbレた絃•飾得よりも大きいのである。笨つ・ 

でインフレーション左防止するヒは、その超湯部分を抑六 

るよう在ス置が匕られ為け胞は為匕有し、が、ぞれに日、消 

•M性向を減少させる匕いう形左ヒってもよいであろう。消

-公ー

貴姓向を減井る(Cは課戻を高めるN匕もできょうし、或は 

篇蓄欲木を慣加さセるごとヒよるN匕もでき・よう。貯蓄欲 
)•"•••・ い
末を谐力口させる匕は公攜な赴偵ほどを買ろようヒ公衆に懇 

えるZヒヒよるNヒによって竜召してもよく、ほ点息る卷 

度の利子卒の幻上げ、 によって誘幻するごともできる.消黄 

姓向在滅タさせるための課税は、そのすま欢置す取ば消黄

• k:梗わ;h,る筈の街停|で潔猊する隈リ有効である。せひて潸 

貧巷荷は営所徊階營 よUも低所得蹈耆が比較的高いから、
/

インフレーション抑制弟匕して寸、累憧袂よ!)も迎行約点 

秩のオが南効である。

找資請因吋河子辛 の上昇によるん、或吋该本の艰界効卒の 

低下(Cよって積せ、られるこビができる.云回の資本の眠界 

站猝ほ大部分政科の統制の询・外にあるから・辰间我資量ヒ 

为・する籾制は主にゝ貨帶璽の制限ヒよる利子率の動き、即 

を貨褚量玄戚らUて利子卒を上げ、 る方法を通.Oて、作用し 

る:けれ成’夜らを顼°政府支出の滅タはぎ匕インフレーショ 

ンの压力を抑える・/晒向びある。

惡するに、インフレーションは賞幣を專く快し、 寸ざる在 

めに生ず、るのであるから、インフレーションを晅止する｝二 

骨、負幣玄以の鰻息ふ爲少さ也な!ナれば省ら損ことほ判り
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ざっせ:Z匕である。もし凭全雇用が版立しており、しかも 

政府・が戦府〇)陽合の如く、•臾ヒビうUても貨格之快わ点廿 

れはならぬ必耍在戚す、 る,乙ヒによってのみ・、スンアレーシ
［翊幻=trふr向ん了,。软つセ卩会a引ヌ七つ’

ョンを昼けることができるのである。

—次一

V7 戦徳のインフレーション

戦痔,インフレーションの向題の分析を、成ん0少しば、かD 

移正す}}vば' ,戦後み至平時・の・インアレーショ:ZVも応用する 

ュ工ができる.

4ンフレーションは常に、有効需要が完全養用の左めK必 

耍な水準よりも多狙ぎるMと水ら起る0千ある。ぞれは括も 

失業が完全雇用に必要な水準K比べて有あ需要が不足するユ 

エより生ず、るのめ同じ.で、ある.もし旅資童び完会權用の下K 

おける折僵X消賣エ0芋マッ7よりも大ミし、なけばインフレ 

ーション/云リ、丘のヤ、气、ソナの大ミさび?その叔奏童&合致 

するまで物而は上界する.験晴ぐな、いては.政・清女出は華爭 

上・の庞要んより決宾さ恥るから二の政荷找資を.お、ごえるご工 

なでごない。ビュぞ消寶性向友力下け、、る手段丸匕方ねばなわ 

ないわけで扬る./二ろが平時"にあ、 いては、戦時0揚合と冬 

棣k消賈性何友31 Tげ、る手殺Kよるか或は平時"の樹合薄圾資 

が?戦琦の場合程K急ぐは沃いかわ找資童玄下げて現在の物価 

还表わし在所将匕消貴zのキ、ヾ、ソフ。を埋.合せぐもよし、れけ否 

ある。

暮する«菊、需要友克会霍用Kとc て段要な水隼K辱しくし
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てインフレーションえ生せ、しめないようgするには、消責ベ 

対・する有劾需要か・我資K対する有お需要が、或はぞの両者 

K対する有効繇妥力、、いずれか区調節す此ばよい0ぐある。

(/)清黄

消責性向玄司下げ、る寻段は平畴ーKな、し、ても戦痔の場合 

と仝ーであな。即万ぞれは課税、白発的貯蓄成び、放制貯 

蓄0あり、ユ北べ兩格統制と配給制が補天的H力りえられ 

る.けれ渚も、ニれうの匆・置を講ずるユとK対・する政治 

的及び赴会的参囲気は平時代な、いてな戰晴&お、ヴるぼビ 

ド好都合氐ものでななし、。戰、争か、 終るN共K,目う進ん 

还肯貧った戦挙0犠牲カん解救三れをいといウ心坦が強、 

く伪き、戰爭甲ぐ蓄積し左貯蓄量を僕由、ろにすq性向が 

大きくなる。Wして禮制貯蓄は戟時甲べは咳治的K暮認 

せ为)kるカ、もし化まいが、平時・んは許容さ化そうも硃い, 

冽えよダ、ムカヾ大きい可ぜ、そつダ、厶かう流恥水る本流 

は大きいようK,戦孚中、消買者の所得の使消を制眼す 

るに成功した度合び大立庁归ば大きい奏、戦争が泰結寸 

る々否公公衆が、解故さ氐尽い匕滑望する潜在的氐有裕帝 

< 0杏流をお、しもどすユ労は益［むづかしくなるであう

—"一

ラ"もL単需生産から民需生産への切換えが完了しない 

うち代,そういう気分がでて<るz,物価の上昇•成笑路 

非常K大きく沃る可能性が生ずる.W、刀' ら』ンフレーシ 

ョンが戦爭甲の期间K比し戦後の志が、却って激殺ぐあな 

場合が:多いとしても商専不思議よNめぐは沃いのぐある

戰後のインラレーションとでも度すられ云いものぐは 

ない。戦爭中K利さ目がある統制は、毛し戏会が'与・えら 

肛れば' 平府マも効果力ヾあるさあおう。戦爭中ため労)k,左 

購買力が戦爭0菸ク左痔、流・・出るユエ広許ユ家ければ:' 

会う扶いという厘由は何等停荘し歩い。戦爭の弥箱に样 

う單爭釣需要0滅少が、物価を3丨上げ、る債向を弱のる。

懿淨中の有効喬要を生み出す三尊素は政府q史、民间 

消貴・反び、 ズ间資本形成ぐある〇敢爭が終るとオーの要素 

は急激V波少するび、オニ反び、才三0額素は灘增する。 

戦後のノンフレーションは、 生産方向0変化,の问憲玄別 

にすれば、、オーの要素の减少額が他の二要素0増加謨よ 

リも大きいか小さい刀、の同癒还ある。

ュのよつ代政商"京出、氏冏清貴・反び、 民「酊找資0各量は 

物価の動ごん阕しくは最も重要な寿寮爭後を布るヴれビ 

も、戰爭直後の射间代は、二)K庁の底之、K物価の動き代



一耕一

飼奈互もワ重萼き要素があa。そhは軍需生産力、珍民需 

生產へ0切替えの而〕題である。 •••

現.在の産業資本主叢赴会の特長は、一つの生莲方向公 

ら他の生産方向へ商単に切替えがでミない版ビ極度ペ複 

椎氐技術玄・用いているニにである。し、刀ゝほる大戰尋の終 

結時Kもニの療天期間父通週世旧或彖おず、その期冏中 

よ攻生産方向の变煥の£.めに最魅生産物量や潜在约曇最

< 大生産館び以下Kお、改る。労何者匕経•営者匕の向の產兼 

上の給等もホ平時生產への復唏えも、vわせq頒向丸もっ 

若しコの療界佝切換え期间中心、戰爭中か'ろの鬱棲、しる 

需要が、 市場に般到して、寺にノ、)Rクる物なわ何でも買お、 

ケと寸る仗らば、.その精果は物価の急敵歩上昇•ヒよるで 

あらう,

要一するべ刀ンフレーションは有効需薯及滅少さ让るカ、 

或は物昌・の量玄増加させるカ、、いずれかkよつ•て恕理し 

なけ此ぽ、 なわない,’短躬k木、いて口:有効需要を抑えるユ 

とが必要であるだろうし、長期Kお、いては血代技術の巨 

大な生産力がインフレーラヨンあ止を最も確実に保証す 

4ぐあろ、つ。

0)投麗

-々"

M)民曲負本形成

渤綾の狀餞は通・常、魚凝の済質性・同友動長するごけ 

で呑V、禮力を极資誘因'Uも好莉各&条件をラえ、 物 

彌のインフレーラヨン灼上•昇・K対・レ二重の左カ・生ぜ 

しける"

授資訪因は利孑率と童本の根界効率Kよって洪矣さ 

れる…オ二次也界戰専・中、合象國わわいて実拖世られ 

あ财政政衆及び’員幣政笨は、利寻率の下祥傾何玄旅め 

る傾何玄もつJ最:匝0年間心長期利子率は一疝社覆 

Kっし、式は約。 %よ下か・'り、 長期政為公演については 

j %を下回る程K下が・、った。短朝利子寧は長期利&率 

すリも更代依し、。nれ»の依利る率は、 漱斗の行わ凡 

自抠城还資本資産が破臻さ凡な二匕匕、花戰斗池岐出 

お、し、•でさ丸も、多・種多樣&資本資産&対・する极賛が戦 

争によって中絶を余犧なくせ・ろれているN.匕の後をう 

げて归現,した高い貿本のTM界刼猝•オ合して、k戦爭後 

の穿マベは高水準の民同浅凝友一層可能任する。在葷 

齢玄一正•盼ノK潭-v总再び、早:込ま氐けM成枝"な、し、上・ K2ヽ

耐・久生産財K対する葡’•要は旺盛ぐある。戰争中&消耗



—S 〇

し攻・な特代おく'れヒなった洗・設で訣厢は阪腰え万)k‘牧 

ければをら氐い"また夷楽聚は戰爭の左め延期せり虬 

てい在施鼓抜謙針画K衆迅そうとする熟肯亙示す,

m)輸・ 虫

回民圣済の観鼠かりす血ば、、新、出超過は放資の一形 

應ぐある.輪^超通之その時の消責を蘇えち生産Kよ 

るもので、、Mの現在の消責を趙丸兵生産,之いジ二之ご 

せ液濱0星本適な髭味ら外氐うなし、。ヨー口、ソパ及び・ヽ 

ぞの他の浴外地域から演契Z再建K充てる匕めロアメ 

リカ商吕に向げて発注ぜうれる彫大な需要は、才二次 

世界戦爭後に現しれなKンフレーラヨン約圧ガの大ミ 

沃且フ永瘋灼な源泉の一つK•成Cている。有史认<•未〇 

最も大ミa破壞的職親の後Kみノな廃・墟の山の上«人 

々を嵐生させ、・旦つ再建な行わし仍るに必要な物昌を 

-H bの戦次地域iが死物枉いRなって求める0H床え 

V、多量を直の物呂が廂外べ積・されつ、ある.ユの 

より日輸・昂K,站する嚙要が引続き荐在し、目・つ又外 

国人の孑中は支払代佥に充て©ベ兰洛が荷をしている 

间は、輪虫超過は佥球回内で売Zれる物畠の価格、な上

ーナ/一

・昇ごせる柯芝つもつもので宓るへ

二のように輸衣超通は:授資还あるのと同源K黝入照 

虚しはマイナスの找資0あって、 代.养と不>兄乂0カを与 

える大己M要因となる可能としがある。

湯外力、わの需要が將未に豆って長く列マつ、、さ現われ 

るなら成合喙国闪のXM k対・する龍派堤とよ3であろ 

うが、しかし2のような現象が戦後のようベインフレ 

一 ション玄利漱寸るような晴期区篆中して現われるz 
いク二匕は、アメリカ荃瘠組織の皮肉な連命'のいとフ 

なの还ある。

〃、>多額べ匕る政商支去

政府支.沮は懿有効帽麥の重要坛都分'を梢成する。戦 

後〇如く民间消質柱向び、 商く民回垓疚誘' 因が瞼い揚合 

… 多額A上る政府ー或・は物価上昇・にカ玄与える.大ミ 

氐・力nなラてし、a。

戦時ごけで、な<平两Rなし、ても財政政策はインフい 

ーシつンピ戳うための敢喪の武録である。、Wンフしー 

ションは:讨好消賀が、令すぎるユと<より惹ご恕±uしな 

カ、ン、インフレーション終届策吐折得快消を切詰める
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二Nにある”政府克水 0削減が:謂暮玄減少させ•るを・め

の小X.つの方法还あり、あクn、とつの方法は税友髙< 

すq二と交ある。奇妙坛ユユには、時々次のよう&歲 

論を闻カ、される。即う技資kよって財貨の樣給は増加 

するのべ说劝ヾ找資玄館害する力ゝう、税玄・引下け、、 るユと 

ュそイ、ノフレーションを克眼する最もよし'方法还ある 

；0効果的氐反イン・フレーション計画の観ね松うすれ 

ば、 ユ乩は危褪よ主旅である。新工場び建設也")！"bち 

後、将未の市場&覚われる消買財は現在のインフレー 

レヨゾ玄徐去する6は何の役@も立・ち&し、。有妬福要 

の流!Kを調整するな亿ベ時宜A虚・つ区時K財政我家を・ 

行うZLZZ!ぞ间題0核心瓦&すの丕ある。ナポレオン 

戦爭の痛以・末、自由企案圣済の靖長Zなってざた好景 

気不景気^灰魏型は、需要が多すぎる時朗が'あゐか匕 

思え成,ぞ就に次いぐ密要が少すぎ0時期が現)b)Kる 

z・し、少事•清べ基し、てし、るのぐある.圣瘠が・すで、 —イン 

フレーション!<苦しんて'し'公榻合え説玄幻下げ、)Kぼ、. 

そのインフレーションの狂暴注玄激化さ！t Wざけであ 

ろう・税を弓］下げ、る二Zよりもノむしろ瑕•芝初上げ、る 

二/こそイソフレーションの時翔K適し五知I置であら

ーぐa-

反府が国展K交払う寅够量・よ切も、昂民から阪上ヴ 

る負陷量の方气大い眼リ、ぜの差引さの昔果工して政 

药は•インフレージョン’区兩成してと、めないわけ・である 

が、国民かわ版上げる貨幣量を増加し、或は国民g射 

する支払額を減少するニエによって、政府・は常r/fン 

フレ的傾,何を拘圧するユZか'でミるので、ある。予算0 
黑芋せマイナスの誤資の牲廠をもフ.それは怡お政将- 

の赤字が硬極約枝資の性・演をもフの/同じ、0ある。現 

佥予算の黒学の大ミさを增加する:zと心よって、政荷 

は度间資本形或や輪虫起過の巨顏星祺極志誤賃艾相殺 

するユ<£ヾできるぜあらう。

« 戦時のイソフレーション

イン7レーシーヨンは•平時ベも生ずる現象であるニエは十 

分知うKているめユろである力ヾ•皐戈既及び戰俊〇圣淹、次沉 

nは殆んビ、例冰なく現われる現象で、ある。を、む、る現実の圣 

駿に糸核v結び、つくべご商呂価格のインフレニション玄論 

ずるペは、ます験琦友が.後の汰叢V阕連ミtしあけ汰ばな

らない。



ケインス•②崔用、利子及び、 貨零のー破理論のぺ象め氐る 

社会粗漱は、戦府経済組纖!.よ!)も專う・時の資本主裝組織、 

0洌る。従ってケイ、ノス:の一般建論也平時資本主義:の枠內 

Kむ、 ける分杭要具とレて禳も役立・つものである。ざがしカ' 

レ戦:時・の丞験は少くとも二フの童要云庶kA'いて、クイン 

ス、建論0立場力、う重要&竟義玄もつ。
. ■ <

まず、オー氏•敢痔の至験ほ、政府・支方が十分.な割合ぐ行 

われゐならば:也代產兼資本主義経清の最も富裕な社会でえ 

も、(余氣10資源が谷<沃ってうすぐ代完全雇用べ訓達レ、 

更にインフレーションの曾威が失煮K代って現われるZ’二 

め8冃示しH .

オニんノ • 3夕奪イギ、 リスKおいく圾衆され旧戦賈調達 

方法く関するケイン天・の禾唆ば「雀用利子及び賞館のー・緞 

理論・」の中に入ってき?お、った考え方が、,実隙&沽用する 

ペ凿って伸縮棘通性在・もう、成果代富む七0であるニエな 

示している.二一眠建論」の甲冬之節検'の为:会灼害悪が衣 

調せられていなく反し;秋の戦費調崖計画は強制貯蓄0丿必 

耍を暗ポする。

辛府力、労戰府・への汰況の逆軌が建調原0逆軫 を喚び、起 し 

定のWあ&•彼の旌彻I貯蓄計画はケインフヾの基旋瑾論を戦 

ーぐター

時状'沉•に延用しなも0である.平和力、丹戰時・への変化以ー卷 

調京を移動せし仍wの・あるが、 分抑一の骨爼み心は'何客の 

変化も惹ゴ起してい&いのであるc

戰雇・の/ンフレーション・は主力が大きし、力、う ' 二の圧:ヵ・ 

に討怨する代は一唇の荒夜治が必婆であq。基本原理玄線 

匝していうエ,尚資財ペ对する箍有効希要くり,)と投資歎 

ん対する総有如需要(久)エの和か'現在の物衝で表、わした 

完全霍用水準の產虫童の梁価値よりも大きいという二とで 

あs,超過霧要を抑正する怨遣在こらないと、親貞量住等 

しし、貯蓄量か、生ずるし足る所得が実瑰するまで物価は上昇 

して行かg京'なら歩じ、。

有効・需要 玄次炭する三涸の牧立变敬 ——消賈性向,利子 

率、資本の根界初率—vよっていうと,戦時・のインフレ 

ーションな生せ、しめる有効需要区利骸す・るものは資本の踉 

界効・率さ、ある.载痔の「放資」は利子率の变イ匕ビよ>V大 

ご<影礬衣うけ為もの还吐ない。戰時の支出は隼奉上,〇要

a <
求K主に祓苔している。政府・找資の限界鄭率玄上昇でせる 

予想收掩は、金銭,上0利淮! Vよるもので歩く,むしろ主K. 

杜会的’及び、単-爭的利益口よって表わされる。

萼するQ負・・の眠扉効率の急激・な上界ご.ぞ、戰時圣清Q



一ー ,

インフレーション互生,ぜ、しり

一 ”一

おいて专劾需妾を橹加た・せゝ

ふのである0

教時圣瘠に行わ)Kる找資ほすべて民向の消資役立ち 

ない財V訊するもの工至K考えられる.ユのようペ戰爭と 

いう非借半熊kお、いては:、消貢財友增加さ也る二Zがてき 

お:い刀'あ救晴インフレーション尚止計画は現正の淆賣嚅•要 

を如何Kして抑えるかというユエに甲にがあ、カ、H妙ばなら 

まいへいい換え灯成帝得が増か!しつ、あふXさに,消責支 

京:0増刀!!えい々、にして舫止すな寸、が、 基本的&図恵ぐある。

価格釘つ、、けや配給制は特殊な商・昌仍消賀仕同玄枷圧・する 

たけの補囲約な処置ぐあって、そ)kだ、けでは消費:財需要の 

ー眠灼 な流此を有 効&又能率む！<40!制 する工エ はでミない 

0ぐあう。

各種・の戦時財政政亲 ・

戰時・財政上のオーの主要内題ガこ 沖得一の増加 しつつあq

X 5に消責京出友制限・する二匕べあS工いう二匕を念頭K 

おウば、,二の目的玄達或.するなめの政:亲匕し・てあげ'うゐも 

のは、散kおいて比駁灼少いO

”輙的消貴柱何を引下げ/寺秋あして我の寸口ご各種0方

-T7-

法区えうび、 匕るユヒがででよう-

(/)消賀支出:｝く对する飆说を引上げ、るニビ・

/自発灼貯蓄匕視収の自然增加ドもよq二x

点)•主に消貿支出の31下げ、玄但う理制貯蓄の制康を哉する

二と・

(/｝増说 ・

抑圧、 しずけほポ、昏うなし、も°は.依韻,"得脩倡が潜を拘 

に屯っに至る艾出であるカ、わ、 Aンフレーラヨ > 桁圧・、の 

な幻の増秋は、二凡らの階層K•景七多Vカ、ウ汐此わよ、を 

らないユNになゐ"富裕な應層に諫说友重くしても総消 

買艾出を減少ご広るべ攻帝んビ効果が您いであうう。E 

ぜ、なうば、富溶效人々は'貪しい人々べ比べると 、 そ气ぞ・ 

—ノ、当りの消質頓は大きひが•餐沢が・'3E爰国的な行為で、 

あリ、各種0餐沢畠が全く生産されてい&し、戦時ドおい 

てば特に 富裕咱層の消質玄実臆的に大きく切下り、'るこ 

とがで芝るほエ、•板專な全・枠・エして十分'大^谷消賀をし 

ているわけで、はないカ、”である。

侬額忻得階潛の消賣需耍の增加量を,消黄財極格・のイ 

ンプレー七ヨン瓦跡止するのK:役立つ程吸い上げ•る如ご



魏としては.、録焚の債金税或はノ」、売売上税が・'あげ、ラ凡る 

ぐあうクが.二の言.う氐税な極めて应行約なもの还あり、 

従フV課兢正義の主原則を傷寸ユめべも:るし、まちだれ 

が:インフレー・ション阻止•薊としておカを現い寸宮X、酩@ 

課せむ此るN .最依断得奮層X.は:狷-丸う・し会い程高率の 

もの｝Uなり.労切者隋絃力、ら非常・ Q強い政治豹属対医斐 

けるで、物らク。イギリスの如さ布•待ー構造玄もつ园が/9细 

年に必要で床フを程度0戰責を賄う0V,その時その時ー 

の株説&賴るぢ、 ウでよいといラ主禳は対しケイン天、はで
・

虬は・口先ピけの政治彖であって、ユのような課脱は社会・ 

的！^見て不会正であるエ共ベ政治的!C.いって夷行でさ有: 

いものであるビ至讃しそいる.

資本主義,国家・の血代、政商・がメンフレーションを匕リ徐 

くに足る程の諫说を行って戦賈左謫達し丘ユ工な末三、嘗 

で莒いのであ®。

顷)負発灼貯蓄

戦爭の場合、戰賈箍額と兢收とのギペッフ。瓦埋あ§ 0 

K政有ま通常自発知貯蓄«頫るが験時インフレーラ切ン

の旭止新|として自発的貯蓄がもフ口色ーの欠陥な、セ凡な、 

一普ー

ワさは不充分芯而る之いうニエである。その尷由は、戰 

畤の清賈支出増加の大部分に責任あq曲得蹈層主として 

動労・暗板,は、戦前の物商で、表わした埸合口消責剤の八手 

HT能量K等し < 氐るまで消黄’需要玄減少让しめる程に、 

術得を自発的・貯蓄す©可能性をもワ暗増では歩し、、Z 

いうニめである。即B・反インフレーション跋果瓦满尺に 

行クのK自発的貯畜K頼るニとが・'ぐミるよう氐事館が、視 

わ・しるZ・は考えわれ 疎い。例えば'戳前ロ ーストビ:、ーフX 

食べる余裕のなかラ巳家計だ'.戰序中田その折得び上昇一 

してローストビーフを寺に人れるだ、けの圣清約余裕が还 

ご巨時Y<少しばかり楽しわ0玄,,自発的に填しむといっ 

あ二匕はありそクも会いユ工还あゐ。言あ戰前ロースト 

ビーフ2•後べてい在人々攻戦時中も31続さ検べ、てもよい 

が、、轿前ロ ーストビーフ亥食べう余裕のなカ、つ云人ぐは 

戰琦・甲にぞれを食べてはならほいといクよう氐慈え)Q立 

脚して、』ソフレーショ、ン垣予あするよク薮国心ド:想え 

ても/それはわ％わ刘の社会正羨の一艮誠玄複す主のであ 

るざげでなく、位ずや馬のM K念仏"いったニとKなら 

う。自発貯貯蓄べ頹るY・いう町懸の基本的柱格は二.ユベ 

ある.,貯蓄獎切がし、刀ゝに故しく且つ玄鸵ん行わ此ようん



我琦ーのAンフレーション区増ざ、クゐ・建の目発旳貯蓄が行 

われたといづのめしは木担、曽てないの还あって、何かも 

っと強力な寺段<蜀制貯蕎うべよる以外代方法はまい"

苜卷的貯蓄が特われる過程の脣寻はニう还ある。

丽格［ンフレーラヨンが貨帶桁•得の水準 衣.•所・僖•カ、ら 

生ずふ貯蓄が找貞)c蜂しくあるまで上昇・さ世る。二れが 

散痔政荷予算の成合Sなると,脱收匕自発的貯蓄が政有 

支出を賄うZ星る京、K点ぞ国氏淅得・が価格"メンフレーシ 

ョンによって上昇让しめられる0还苟る.

二の過程之还克るなけ跡単氐依定べ鬢尤し兵散学の例 

をあげ、れよ、よく屢解される。

冽えば,散争のはじめ末片』ソフレーラヨンが、生じま 

い前ベ.句反帝得«同れ産・量)がノ・卯ク慮矩であり、 

政荷の戰淨壓行のた・刈のノ必耍丈出が、ぞ&ク晚帝ノ氐間扱 

資はセ、ロと饭定し、まち"0 〇慮第の中かむグS々癒 

帯が•説收匕每リ、之&・グ瘾葬が自発旳貯蓄となると者え 

よう。そクする匕絵滅クク"徳弟罗、 袒税と国顧,エベよつ 

て固庫に入って末るわけであるが、二の收入は政商・交必 

g比べ、るエ ノSク癘卉不足している•さて二の政商•支敗

K見合わすKJめ要なノ3・グ慮布という金演は、 自発的时 

一 87 一

舊にいク形で公聚の手甲K残る貨あ額Q寿しいのであう 

らん匕な弥ば、政府・カヾノ• Z 〃 ク億帝Q戲前の物価で)の録 

国民產出量かう&Sつ億菲を反玄ると,公象の手中へあ 

る所捋のうろノミつ瘪’年相当額な、げ買駁るべさ物呂が洛 

在し氐い二匕Kなる・もし物価が上昇・しないならば,公,. 

喙が市埸&おいて八寺しうるすべ・、ての物昌を購入し左の 

ちへ /«ク慰罪が彼写の言中0残るであろラ。もし物価 

が上昇して、谶前0物価でクピク慮拳の価磧の物呂医買 

うのBラグク慮帯だ疫われる氐らば・、、物価上界は,よって 

国民帝得はノやり慮音式け廖ら芥力、う、やはり队前と仝 

領ざけ手中K策るユとにな色,めくく物価はNQ%上昇 

す如

物価の当初の上畀•から生ずる建週購員力が说と自発・佝 

貯蓄によワて於<拭いさわ虬る•としても、インフレーシ 

3ン過程が密全く瘩止するユいつヱ匕｝<はずら衣い。氐・

\-
せまりぜ・、,前の洌の敵字で生計費がNク％上异し;&労仇 

者・は、三の高く氐った生針賈を補償すべ、貪一層髙し、賃銀 

を耍東するよ防ろう力、らであゐ。

ケインス:、 の焙•繭する二:2ろKよると、ユ・のいわゆる自 

発'約貯蓄べ韻る方法は、件労物者の收入のクちその労仇



一

者が自発的｝C貯蓄しない禽当&部分を企紫彖の自発的貯 

蓄«及!び、説)ド慈制的・)く戲換する方法である7そN・包・ 

発'約射•慧K頹るオ法は単にインフレージョンの量区制很 

ず為ものべすぎない。ぞれはインフレーション玄阻止す 

るもの矢は云い.

イゾフレーションの劾果は混行松代似ている。それは 

労切階級のぎK将未にMする請求权を何も残さす、 又イン 

フレーションがなかっなと板走し;&場合、労伪者階級が、 

全牧xして入手しえたz•考えう气自消簣財の量よりも多 

量の潰賛財を労仇者暗級に与えるも0でもまい.オ二次 

せ瓶戢爭の場合べは、 ケインス:はインフレーションを徐 

去する二とができ、しかも労仇者艦級も痛耒ベ対する請 

衆权X与りうQよう皮計画(次K,述べる禮制男蓄の方浅) 

を禾唆しi&0である。 •,

G)法制貯蓄 ・

オ二次世界戰淨べ竝するケ/ソス、の戰費謫建計画は、 

支耘檔置計画或は握飼貯蓄計画Aして知りれている。ぞ 

のイ、ノフレーション跻止べ庚!ずる条俱は

め現在の債金•反び摩給の•一都玄控除して、Nれを貯蓄

『•蜷・厂・時.•坨牝 _,. ,

•’勘完に繰入れて戦琴0魅統期固中封鎖しておy 二

二の貯蕎控除は折得说k附加して行われる.最懲沖得- 

者は免旎エ歩る,共べ貯蓄輕除も兔ハれA•最妆水準 

の階層のすぐ上の暗層の人をは貯蓄慈除だ'顷をりけ、 

積!cよゐ控除は免祿される。控除統、額のクう視にょゐ 

都分の尤瘁は沂得び瘩加すると共X上畀す角二とv丘 

クでお、リ、 利吝は貯蓄•滇べ対し/年矛］n分イ厘・の•利率で、
;; I *,

艾,払わ｝Kるニエペ,呑っている。

(ロ)戦仓適当氐折に、.貯蓄勘定は封鎖が解が恥、使う二 

とがでごるよう&せうれ否。Nの購員力の封鎖:解除区 

行うに好都合な晴・期は、有期需要が、 不足して圣瘠が戦 

白の不沉Kむち二むあ、それが生す、、る晴•である.

い ビO也の条慎に攻、子俠0ある彖茨Kはすべて現金 

で手当が支払わ)Kるユエ,錄鋼の価彪.瓦釘つ、、けしてお、 

いで政府稱前金で配'・給'匍ほ演杼して荷く N.エ、•病気;ヾ 

八魔のような例外的な且つ不可昼的次、突、系爭の塲合に 

は若干貯蓄の封鎖の解除丸許可すゐニエ、磧立基金K 
資本課说玄行ってそ0税收五据匱所得・の艾夂べあて為

二n晉・.

が、定あうれている。
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ケイン天、の計画は折得の大きさKあ、じて累些的K戦爭の 

犧性玄貞拒させゐといケなリ方であって確固ちる社会正義 

の原則K合致していたのぐある。

依頰沈得者は、全瘁として戦前X,同・額:のものを買うHめ 

がで芝、しかも同時K彼等は戰爭が、務クを後K買物ふ代う 

之とのできる貯蓄を手尤K璞.すわけへ去るのである。戰爭 

中k必われ匠澤苦の若干の部分すq藏酬が単は据置カ、 

氐るぢ、けで、、永久、に阪去ら此るわけのものぐ目:ない。国債 

帝有の特枳は資本彖偕菽だ、 けが亨受するのが普通であるが、 

ケイン衣勢画の下においては資本家階叔ざけてな <、労切者 

階級先囹演の汚T有K:与るニュKなるであうう。二)kK:比ヾ 

て屈格インフレーションが現われな場合べせ、労イガ婚秋は 

戦学中Kその持金?衣全部俠い栗して、しカ、も得ろものは前 

よりも多く尽く、旦つ戰爭中K儲けら貨夥を若干ぐ、も戦它 

K使クにいう权利な犠枚べしてしまう二匕K氐ろつ。

インラレーションをな去する工いう回題は消貿面かb您 

厘せられなければ、 なら&いから以いって,その眼目が銀行 

組織力、ら惜入れ友行うユエでは歩 <、むしろ公篆力、ら直機 

槽入れ安行う二工が常’ん才ーである工考えるなら或、ぜ如

は顏解である。戦争の初期はお、いて搔淹•活動の抜大してし、

ー必ー

る場合六は産虫量が大ミ<氐り、物価が、 く生産.責/利涸 

の增加氏もとつ'、 いて)上.が、 ・リ、旦つ賃金が高くなる左の 

ベ、取机K必要既・貨帯量も増如する。まち多韻K上る納 

祿義務顏ぜその他の不慮0.爭件・&僑えふ左めの予備旳保 

有分を満たすv泌要な偵就董七増加する"従って戦爭の 

初期の段・喑还、ば、大蔵省が、鐘行組織氏公預を売付・するニ 

Zは望ましし、爭柄となる。顷此ビも銀行組鐵からの借入 

化ばユの絃譲仗階玄通り過.ぎれ或、秘続しては板らない・ 

それは政荷予’算調達の一回阴リ.の財源ぐある。貨幣の供 

給が最大0怒瘠浩動は調整せら混てしまつ左後は,戰爭 

の務続中貨辭童は概わ不変ベ保五此妇は、、巨らない、

その後の借入れは銀行垃藏からぐは&<,おしろ公象 

カ、わ直稜行"此な〇"れ成、ならなしヽのであも。ぐ岳しそう 

でなけ"れば・'インフレーションが敏枢するであろク。)

戰争状態の下Kあ>Vは:、わしすべ、て0人々び:' 貯蓄芝 

する谷ら或、 すべ、ての人々か現在依物価の利益牙緡・なが 

ら且つ将未の日ペ使う貨幣を若干茨すN とか、祁き0とい 

う利益玄持つであらう。成れども或る人々な貯蓄区し槌 

の人々は貯蓄しない匕いうので、 あれ点',回定童の物备を 

員うのK、すべての人々が一層髙い代、価を支払うこと&



るでめろう。全玄阪り側のス々は7訂例以・邑布俠い< I.

・勿も奇元1C,は残:めず、貯蓄する側。 ,.\ «の輿挞の・風値 

咛落し孕い人々0金、度,い«よってく物価が髙<なる糖 

滅少するであろう。Nうしな爭借の下｝く各個•人!c貯 

’るよつ&暗・がカ、け反参会、しかも貯蓄した貨夥の価 

I保護すq手技を廳じ、よし、ならば、片ー手落ちの忽置し 

・てい氐いわけぐある.貯蓄を命ずる視則をすべての 

‘K同じようにあてはめるのが望まししゝ政策である。

二そケインス、の支拭据置計画が意図しをエ:zろ在の 

る.

(この章はり、ディラード蓍、•岡本好払快厂丁• n.

ケイソス、の届.商挙JX3よるっ


